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県
内
有
数
の
水
田
地
帯
で

あ
り
、
９
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル

余
り
の
水
田
を
持
つ
本
町
に

と
っ
て
、
水
稲
は
重
要
な
品

目
で
あ
る
。
稲
作
経
営
を
安

定
さ
せ
る
施
策
に
早
急
に
取

り
組
む
べ
き
だ
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
早
期
水
稲
品
集
の

推
進
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

イ
ク
ヒ
カ
リ
へ
の
転

換
の
推
進
も
必
要

町
長

　

平
成
23
年
作
付
け
は
、
コ

シ
ヒ
カ
リ
３
８
８
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
イ
ク
ヒ
カ
リ
35
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
（
普

通
期
）
54
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
作

た
い
。

基
盤
整
備
マ
ッ
プ
は

で
き
な
い
か

上
原
議
員

　

町
内
の
水
田
は
、
乾
田
あ

り
、
湿
田
あ
り
、
泥
炭
あ
り

で
一
口
に
基
盤
整
備
と
言
っ

て
も
難
し
い
所
も
あ
る
。
色

分
け
し
た
マ
ッ
プ
作
製
は
で

き
な
い
か
。

マ
ッ
プ
作
製
は
行
っ

て
い
き
た
い

町
長

　

水
田
農
業
は
基
幹
産
業
の

中
で
、
最
も
重
要
な
部
分
で

あ
り
、
機
械
の
大
型
化
や
生

産
性
の
向
上
を
図
る
上
で
、

農
地
の
集
積
、
農
道
、
排
水

路
の
整
備
は
欠
か
せ
な
い
も

の
で
あ
る
。
整
備
の
必
要
な

地
区
が
、
一
目
で
わ
か
る
よ

う
に
、
航
空
写
真
や
地
図
シ

ス
テ
ム
等
を
駆
使
し
、
マ
ッ

プ
作
製
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

小
規
模
整
備
は
で
き

な
い
か

上
原
議
員

　

県
内
の
水
田
整
備
率
は
、

付
け
さ
れ
た
が
、
温
暖
化
現

象
で
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
、
環
境

の
変
化
に
合
わ
な
く
な
っ
た

と
伺
っ
て
お
り
、
今
後
、
イ

ク
ヒ
カ
リ
へ
の
転
換
の
推
進

も
必
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。今

後
の
対
応
を
示
せ

上
原
議
員

　

コ
シ
ヒ
カ
リ
と
イ
ク
ヒ
カ

リ
で
は
航
空
防
除
や
、
用
水

路
の
落
水
時
期
が
違
う
た
め

品
種
を
統
一
し
な
い
と
品
質

も
悪
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
米
販
売
農
家
は
、
品

種
ご
と
に
コ
ン
バ
イ
ン
、
乾

燥
機
の
掃
除
も
し
な
い
と
い

け
な
い
し
、
作
業
能
率
を
上

げ
る
た
め
に
も
、
今
後
の
対

応
を
示
せ
。

78
％
、
本
町
の
整
備
率
30
％

で
は
、
集
落
営
農
や
耕
作
放

棄
地
対
策
も
進
め
に
く
い
。

５
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
20
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
大
規
模
整
備
を
進

め
な
が
ら
、
問
題
の
あ
る
地

区
で
、
小
規
模
整
備
は
出
来

な
い
か
。

小
規
模
整
備
事
業
は

で
き
な
い

町
長

　

今
ま
で
に
４
地
区
を
取
り

組
ん
で
き
た
。
計
画
か
ら
す

る
と
６
年
か
か
る
が
、　

高

齢
者
が
増
え
る
中
、
今
後
も

整
備
は
進
め
て
行
く
。
県
に

何
回
も
相
談
し
た
が
、
小
規

模
整
備
事
業
は
な
い
と
の
事

だ
っ
た
。

地
元
合
意
の
も
と   　

水
系
ご
と
に
進
め
た
い

農
林
振
興
課
長

　

現
在
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
主
体

の
水
管
理
が
行
わ
れ
て
お
り
、

イ
ク
ヒ
カ
リ
に
と
っ
て
落
水

時
期
が
早
い
事
が
品
質
低
下

の
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　

今
後
、
水
利
組
合
、
防
除
組

合
、
技
連
会
等
で
十
分
検
討

し
、
地
域
の
合
意
が
得
ら
れ

れ
ば
水
稲
の
品
種
に
つ
い
て

は
水
系
ご
と
に
進
め
て
い
き

障
害
の
あ
る
児
童
・
生

徒
の
受
け
入
れ
態
勢
は

上
原
議
員

　

福
祉
に
対
す
る
考
え
方
、

と
り
わ
け
障
害
の
あ
る
児

童
・
生
徒
の
学
校
の
受
入
れ

態
勢
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

個
々
に
配
慮
し
た
運

営
に
努
め
て
い
る

教
育
長

　

就
学
指
導
委
員
会
を
設
置

し
、
障
害
の
あ
る
児
童
・
生

徒
に
関
し
、
総
合
的
に
多
角

的
判
断
を
行
い
、
適
正
な
就

学
を
図
る
審
議
を
行
な
っ
て

い
る
。
支
援
を
必
要
と
す
る

と
き
は
、
特
別
教
育
支
援
員

を
置
き
個
々
の
状
況
に
配
慮

し
た
学
校
運
営
に
努
め
て
い

る
。

上原　正一 議員

イ
ク
ヒ
カ
リ
へ
の
転
換
の
推
進
も
必
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る

早
期
水
稲
品
種
の
推
進
は
ど
う
す
る

右イクヒカリ・左コシヒカリ

町　　名 コシヒカリ イクヒカリ

大  崎  町 73.01％ 28.4%

東串良町 68.2％  47%

吾  平  町 ― 74.3％

一等米比率（農協出荷分のみ）


